
―
―
放
射
線
診
断
科
の
具
体
的
な
業
務
内
容
か
ら

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

菅
井
幸
雄
氏
（
以
下
、
菅
井
）　

放
射
線
診
断
科

に
は
研
修
医
を
含
め
13
名
の
医
師
が
所
属
し
て
、

画
像
診
断
や
Ｉ
Ｖ
Ｒ
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｔ

と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｒ
Ｉ
に
つ
い
て
は
当
科
が
全
画
像
を

読
影
し
、
一
般
撮
影
に
関
し
て
は
他
診
療
科
か
ら

の
依
頼
を
受
け
た
場
合
の
み
読
影
を
担
当
し
ま

す
。
１
日
平
均
の
読
影
件
数
は
Ｃ
Ｔ
が
約
70
件
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
約
40
件
、
一
般
撮
影
が
約
30
件
、
Ｒ
Ｉ

と
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
を
含
む
核
医
学
関
連
が
約
10
件

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

放
射
線
診
断
科
の
特
徴
と
し
て
は
、
読
影
医
数

以
上
の
端
末
を
読
影
室
に
導
入

し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
端
末
は
読
影
室
に
14
台
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
室
に
６
台
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
読

影
室
に
１
台
を
配
し
て
い
ま
す
。

読
影
室
に
人
員
数
以
上
の
端
末

を
用
意
し
た
理
由
は
、
当
院
が

大
学
病
院
ゆ
え
に
教
育
と
研
究

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
で
、

読
影
医
以
外
に
学
生
や
研
修
医

も
端
末
を
活
用
す
る
か
ら
で
す
。

た
だ
し
、
ユ
ー
ザ
ー
の
権
限
・

管
理
に
つ
い
て
は
厳
格
な
ル
ー

ル
の
下
、
行
っ
て
い
ま
す
。

山形大学医学部附属病院では、2014 年 1 月より PACS「EV 
Insite net（PSP）」およびレポートシステム「EV Report（同）」
に更新、効率的で質の高い画像診断を実施している。PACS
読影端末を背景に、同院放射線診断科副科長・准教授の菅井
幸雄氏（左）と同科の豊口裕樹氏（右）

高レスポンス、高機能、HISとの連携等、
大学病院が提示した要件は、まさに山積。
全てに応えた更新PACSの実力は如何に
山形大学医学部附属病院は、世界水準の高度先進医療提供を目指して再整備事業を実施中である。
その一環として、2014 年には HISを更新した。併せてPACS やレポートシステムの更新も実施したが、
大学病院ならではの、質が高い上に効率的な画像診断の環境を作り上げることは、至難の業といってよかった。
しかし、目指した環境は見事完成。果たして、その詳細は－同院放射線診断科教授 ･ 細矢貴亮氏らに話を聞いた。

山形大学医学部附属病院山形県
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山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

放
射
線
診
断
科

副
科
長
・
准
教
授

菅
井
幸
雄
氏

豊
口
裕
樹
氏

◉
山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院

に
聞
く
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応
能
力
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。時
代
の
趨
勢
か
ら
も
、

今
後
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
デ
ー
タ
に
よ
る
読
影
が
画
像

診
断
の
中
心
に
な
る
の
は
確
実
で
す
。
当
院
に
お

い
て
も
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
更
新
に
伴
い
、
列
数
の
多

い
Ｍ
Ｄ
Ｃ
Ｔ
や
高
磁
場
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
次
々
に
導
入
さ

れ
、
そ
の
画
像
デ
ー
タ
量
は
以
前
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
ほ
ど
膨
大
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

当
然
、
１
件
の
検
査
に
つ
き
読
影
医
が
閲
覧
す

べ
き
画
像
情
報
も
膨
大
化
し
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
新
シ
ス
テ
ム
に
求
め
た
要
件
の
１
つ
は
、
膨

大
な
画
像
情
報
量
を
抱
え
な
が
ら
も
、
高
い
読
影

効
率
の
担
保
で
し
た
。
具
体
的
に
は
、
検
索
の
高

い
レ
ス
ポ
ン
ス
性
能
は
言
う
に
及
ば
ず
、
画
像
の

迅
速
な
描
出
な
ど
、
情
報
量
に
左
右
さ
れ
ず
に
ス

ト
レ
ス
な
く
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
機
能
を
使
い
こ
な
せ
る

こ
と
を
重
要
視
し
た
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
諸
要
件
を
選
定
基
準
と
し
て
各
社
の

製
品
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
放
射
線
診
断
科
の

総
意
と
し
て
、
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
「EV 

Insite net

」
を
推
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
な
お
、

放
射
線
科
の
あ
る
山
形
県
内
の
病
院
の
多
く
が

「EV Insite net

」
を
導
入
し
て
お
り
、
当
院
の
読

影
医
が
、
出
張
先
の
施
設
で
使
っ
た
際
に
も
、
そ

の
使
用
感
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
も
、
強
い

後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。

―
―
具
体
的
に
「EV Insite net

」
の
ど
の
よ
う

な
機
能
を
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

豊
口
　
読
影
時
の
利
便
性
に
配
慮
し
た
機
能
を
数

多
く
備
え
て
い
る
点
で
す
ね
。

　

個
人
的
に
特
に
気
に
入
っ
て
い
る
の
が
、
読
影

過
程
の
ビ
ュ
ー
ワ
画
像
を
そ
の
都
度
、
保
存
で
き

る
機
能
で
す
。
こ
の
機
能
を
有
し
て
い
る
お
か
げ

で
、読
影
中
に
何
ら
か
の
理
由
で
席
を
離
れ
て
も
、

戻
っ
て
か
ら
す
ぐ
に
読
影
を
再
開
で
き
る
の
は
有

―
―
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
更
新
の
経
緯
に
つ
い
て
、
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

菅
井
　
当
院
で
は
２
０
０
７
年
に
電
子
カ
ル
テ
と

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
を
導
入
し
た
の
で
す
が
、
Ｒ
Ｉ
Ｓ
や
レ

ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
な
ど
も
含
め
、
シ
ン
グ
ル
ベ
ン

ダ
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ら
び
に
運
用
を
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
と
レ
ポ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
に
関
し
て
運
用
当
初
か
ら
放
射
線
診
断
科

の
み
な
ら
ず
他
の
診
療
科
か
ら
も
「
画
像
の
ス
ク

ロ
ー
ル
速
度
が
遅
い
」「
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
が
遅

い
」
と
い
っ
た
不
満
の
声
が
上
が
っ
て
い
た
の
で

す
。
読
影
効
率
の
観
点
か
ら
も
望
ま
し
い
状
況
で

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
し
た
。

　

加
え
て
、
当
院
で
は
５
年
前
よ
り
、
撮
影
し
た

元
画
像
を
全
て
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
で
保
存
し
、
必
要
に
応

じ
て
同
画
像
を
他
の
部
署
に
配
信
し
て
各
診
療
科

が
独
自
に
再
構
成
の
上
、
利
活
用
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
採
用
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
シ
ス
テ
ム
に

か
か
る
負
荷
は
大
き
く
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
に
よ
る
画
像

保
存
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
面
も
問
題
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

結
果
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、

今
年
１
月
の
Ｈ
Ｉ
Ｓ
更
新
に
合
わ
せ
て
、
Ｐ
Ａ
Ｃ

Ｓ
や
レ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
は
他
の
ベ
ン
ダ
の
製
品

に
乗
り
換
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

―
―
新
し
い
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
選
定
に
あ
た
り
、
ポ
イ
ン

ト
と
な
っ
た
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

豊
口
裕
樹
氏
（
以
下
、
豊
口
）　
画
像
診
断
医
の

立
場
か
ら
言
え
ば
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
デ
ー
タ
へ
の
対

り
難
い
で
す
。
ま
た
、
読
影
を
一
旦
中
断
し
、
読

影
が
終
了
し
た
患
者
の
画
像
を
呼
び
出
し
て
再
確

認
し
た
後
、
読
影
中
の
患
者
の
読
影
を
続
け
る
と

い
っ
た
変
則
的
な
作
業
も
、
い
と
も
簡
単
に
実
行

可
能
な
の
も
、
ま
さ
に
実
践
的
で
す
。

　

そ
の
他
、
Ｍ
Ｐ
Ｒ
像
の
表
示
と
操
作
が
驚
く
ほ

ど
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
点
も
よ
い
で
す
ね
。
こ
れ
は
読

ダ
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
構
築
に
一
日
の
長
が
あ
る
の

は
自
明
で
す
。
し
か
し
両
社
が
歩
み
寄
る
形
で
シ

ス
テ
ム
を
連
携
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
、
診
療
上
、

全
く
支
障
の
な
い
形
で
運
用
で
き
て
い
る
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
今
回
の
Ｈ
Ｉ
Ｓ
更
新
に
伴
い
、
読
影
医

が
使
う
端
末
は
全
て64bit

仕
様
に
入
れ
替
え
た

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
「EV

 Insite net

」

膨
大
化
し
続
け
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
デ
ー
タ

を
ス
ト
レ
ス
な
く
読
影・運
用
が
可
能

画像診断科の読影室。読影室には 4M カラーの高精細読影端末 4 セットと、8M カラーモニタによる読影端末 10 セットを設置。
読影医以外にも、研修医や学生が端末を利用できるよう、多数の読影端末を設置している

影
の
効
率
ア
ッ
プ
の
観

点
か
ら
、
非
常
に
大
き

な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

　

ま
た
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
と
併

せ
て
更
新
し
た
Ｐ
Ｓ
Ｐ

社
の
レ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
「EV Report

」
の

使
い
勝
手
も
、
高
く
評

価
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ａ

Ｃ
Ｓ
同
様
、ユ
ー
ザ
個
々

の
好
み
に
合
わ
せ
て
設

定
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で

き
る
の
は
読
影
医
に
極

め
て
好
評
で
す
。
シ
ス

テ
ム
が
稼
働
し
て
か
ら

日
が
浅
い
た
め
、
こ
れ

か
ら
設
定
を
煮
つ
め
て

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し

て
い
け
ば
、
さ
ら
に
使

い
や
す
く
な
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

―
―
マ
ル
チ
ベ
ン
ダ
に

よ
る
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
と
電
子

カ
ル
テ
の
連
携
は
、
う

ま
く
い
っ
て
い
ま
す
か
。

菅
井
　
連
携
の
観
点
か

ら
は
、
シ
ン
グ
ル
ベ
ン
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山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院
放
射
線
部
は
、
診

療
放
射
線
技
師
30
名
、
臨
床
検
査
技
師
１
名
（
Ｍ

Ｒ
Ｉ
担
当
）
と
い
う
体
制
で
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、

Ｒ
Ｉ
の
検
査
、
血
管
撮
影
、
Ⅹ
線
透
視
な
ど
の
業

務
を
行
っ
て
い
る
。

　

同
院
に
お
け
る
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

は
充
実
し
て
い
る
。
例
え
ば
Ｃ
Ｔ
は
、
放
射
線
部

に
３
２
０
列
と
１
２
８
列Dual source CT

、
80

列
の
Ｃ
Ｔ
が
各
１
台
、
救
急
部
に
64
列
Ｃ
Ｔ
１
台

を
配
備
し
て
い
る
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
放
射
線
部
に
１
・

５
テ
ス
ラ
と
３
テ
ス
ラ
が
各
１
台
、手
術
室
に
１・

５
テ
ス
ラ
１
台
と
い
う
陣
容
で
あ
る
。
さ
ら
に
２

０
１
４
年
度
に
は
放
射
線
部
に
３
テ
ス
ラ
１
台
の

増
設
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　

年
間
検
査
件
数
は
、
12
年
実
績
で
Ｃ
Ｔ
が
約
１

万
７
０
０
０
件
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
約
８
０
０
０
件
。
Ｃ

Ｔ
に
関
し
て
は
、
外
来
の
検
査
待
ち
の
短
縮
を
目

1 日約 150 件の読影業務を実施するため、山形大学医
学部附属病院では読影室だけでなく、MRI や PET、
放射線治療室などにも読影端末を多数設置。また、5
年前より元画像を PACS サーバ内に保存し、各診療
科への元画像提供も実施している

江口陽一（えぐち・よういち）氏
「より質の高い検査と画像診断が求められる
今、高度な機能・性能を有する PACS が求
められるのは当然です」

山形大学医学部附属病院 PACS 構成図
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山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

放
射
線
部

診
療
放
射
線
技
師
長

江
口
陽
一氏

石
井
英
夫
氏
に
聞
く

の
で
す
が
、
電
子
カ
ル
テ
は32bit

で
あ
る
た
め

相
乗
り
が
で
き
ず
、
何
も
工
夫
し
な
い
と
Ｐ
Ａ
Ｃ

Ｓ
と
電
子
カ
ル
テ
の
端
末
が
１
台
ず
つ
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

解
決
策
と
し
て
、64bit
の
読
影
端
末
個
々
と
対

に
な
る
形
で32bit

の
電
子
カ
ル
テ
端
末
を
リ
モ
ー

ト
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
で
接
続
し
、
そ
こ
か
ら
電
子
カ

ル
テ
を
参
照
で
き
る
よ
う
に
設
定
し
た
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
電
子
カ
ル
テ
情
報
を
見
る
際
に
Ｉ
Ｄ

入
力
の
ひ
と
手
間
が
あ
る
も
の
の
、
読
影
端
末
で

画
像
と
レ
ポ
ー
ト
、
電
子
カ
ル
テ
の
情
報
を
一
覧

で
き
、
使
い
づ
ら
さ
を
感
じ
る
こ
と
な
く
読
影
に

専
念
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
工
夫
は
我
々
ユ
ー
ザ
の
手
の
届
か

な
い
領
域
で
あ
り
、
一
に
も
二
に
も
ベ
ン
ダ
の
真

摯
な
対
応
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
点
、
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社

の
対
応
に
は
、
放
射
線
診
断
科
の
一
同
が
全
幅
の

信
頼
を
置
い
て
い
ま
す
。

―
―
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
選
定
に
お
い
て
今
後
、
重
要
視
さ

れ
る
機
能
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

菅
井
　
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
す

が
、
レ
ス
ポ
ン
ス
の
速
さ
、
迅
速
な
検
索
、
そ
し

て
レ
ポ
ー
ト
作
業
の
容
易
性
に
尽
き
る
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
ら
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
初
め
て
、
正

確
か
つ
高
精
度
な
画
像
診
断
が
成
立
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
要
件
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
短

時
間
で
読
影
の
準
備
を
完
了
さ
せ
る
機
能
で
し
ょ

う
。
実
は
こ
れ
は
と
て
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
、

準
備
時
間
の
短
縮
は
そ
れ
だ
け
読
影
時
間
が
長
く

取
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

「EV Insite net

」
は
、
こ
の
面
に
お
い
て
も
優
れ

た
機
能
を
持
ち
合
せ
て
い
る
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
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山形大学医学部画像医学講座 主任教授／
山形大学医学部附属病院 
放射線診断科長・放射線部長

細矢 貴亮氏に聞く
山形大学画像医学講座の主任教授を務める細矢貴亮氏に、
放射線診断科の概要と現況についてインタビューした。

I n t e r v i e w

ほそや 　たかあき

――放射線診断科の沿革と概要につ
いてお聞かせください。
　山形大学医学部放射線科は、1975
年に山口昂一教授が着任されて開設
されました。私は 2000 年に教室を引
き継ぎましたが、03 年の大講座制移
行、06 年の放射線治療部門独立を経
て、09 年から現在の放射線診断科と
なっています。
　スタッフは常勤医が 13 名、研修医
が初期・後期合わせて５名が所属して
います。また、診療では CT、MRI、
核医学関連の画像診断とインターベ
ンションを中心とした業務を行って
います。

――教育面での特徴があればお聞か
せください。
　教育面では、山形大学全体でカリ
キュラム改革が進められていますが、
医学部でも世界標準の教育を提供す
るために、実践面を重視したカリキュ
ラムを組んでいます。
　私が担当する講義においても同様

であり、局所解剖学特論はその典型的
なものでしょう。これは、一昨年から
第２学年で開講しているもので、点滴
などの際に必要となる基本的な解剖
と画像解剖をコラボレーションさせ
たものです。基礎的な内容を学ぶ第２
学年の講義の中で、臨床的な内容の講
義であるために、学生の興味・関心は
大変高いですね。この講義を受けてこ
なかった上級学年の生徒からも、ぜひ
この講義を受講したいという要望も
聞いています。
　こうした講義を通じて放射線科に
関心を持ってもらい、放射線科医をぜ
ひ増やしていきたいです。

――研究面における体制は、いかがで
しょうか。
　研究面では、この４年間で画像診断
装置のほとんどを最新かつ高性能な装
置に更新したことに加え、PET-CT な
どの新たな画像診断装置も導入して、
環境整備がほぼ完了したところです。
　PACS も、５年前にフィルムレス

化を実施した際、元画像を全て保存す
る方針を立て、以後実行し続けていま
す。しかし、モダリティの高性能化に
伴い、読影すべき画像情報は膨大にな
る一方で、放射線科医の業務負担は増
大化しています。今回、放射線診断科
の医師たちの要望を容れて PSP 社の
PACS を導入しましたが、放射線科
医の業務負担を減らし、研究面にも活
用されていくことを期待していると
ころです。
――放射線科医が果たす役割と今後
のあり方についてお聞かせください。
　放射線科医の役割とは、放射線検査
や画像情報を管理し、的確な画像診断
を実施して、臨床医にそれを提供する
ことが挙げられます。故に、放射線科
医の存在が、病院の医療の質を担保し
ているといって良いでしょう。
　しかし、各種モダリティや PACS
などシステムの進歩によって、他の診
療科の医師でも画像診断がしやすく
なっています。このような中で、放射
線科医がその存在価値をアピールす
るには、自身の画像診断能力と専門性
を高め、臨床医にとって必要と認めら
れる存在となることが大切ですね。

実践面重視したカリキュラムで
世界標準の教育を実施

モダリティとシステム環境を整備、
質の高い放射線科医育成を推進

的
と
し
て
、
13
年
２
月
に
１
台
増
設
し
て
３
台
体

制
と
し
た
こ
と
か
ら
、
待
ち
時
間
が
１
週
間
以
内

に
短
縮
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
も
遠
因
と
な
り
、

14
年
の
検
査
件
数
は
２
万
件
を
超
え
る
見
込
み
で

あ
る
と
い
う
。

　

診
療
放
射
線
技
師
長
の
江
口
陽
一
氏
は
、
放
射

線
部
の
現
況
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
院
は
数
年
前
か
ら
、
急
性
期
病
院
と
し
て
の

機
能
を
高
め
る
た
め
の
病
院
再
整
備
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
建
物
を
順
次
改

築
し
て
お
り
、
近
年
行
っ
た
機
器
設
置
部
屋
の
改

築
に
合
わ
せ
て
、
主
要
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
更
新
・
増

設
し
ま
し
た
。

　

モ
ダ
リ
テ
ィ
の
増
設
に
は
、
病
院
の
独
立
法
人

化
に
よ
っ
て
雇
用
制
限
が
撤
廃
さ
れ
、
必
要
に
応

じ
て
診
療
放
射
線
技
師
の
雇
用
拡
大
が
可
能
に

な
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
人
員

増
に
伴
い
、
放
射
線
技
師
の
年
齢
層
が
急
激
に
若

返
っ
た
た
め
、
彼
ら
の
育
成
が
重
要
な
課
題
の
１

石井英夫（いしい・ひでお）氏
「放射線部の検査では過去画像との比較が必須
です。そこで PACS には過去画像の閲覧のし易
さと迅速な検索機能が必須の要件となります」

放
射
線
部

主
要
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
更
新
・
増
設
し
て

増
大
す
る
検
査
件
数
に
対
応
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C
l

o
s

e
-

u
p

レ
イ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
、
画
像
ビ
ュ
ー
ワ
の
個

人
設
定
が
で
き
る
機
能
を
有
し
て
い
る
た
め
、
Ｐ

Ａ
Ｃ
Ｓ
の
日
常
的
な
利
便
性
も
旧
シ
ス
テ
ム
よ
り

は
る
か
に
向
上
し
て
い
ま
す
ね
。
当
院
で
は
幸
い

な
こ
と
に
、
放
射
線
技
師
に
も
画
像
ビ
ュ
ー
ワ
の

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
の
権
限
が
あ
る
の
で
、
よ
り
使
い

や
す
い
方
向
を
見
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
は
こ
の
よ
う
な
細
か
い
要
望
に

も
親
身
に
応
え
て
く
れ
る
の
で
、
た
い
へ
ん
助

か
っ
て
い
ま
す
」

　

石
井
氏
は
放
射
線
技
師
の
立
場
か
ら
、
Ｐ
Ａ
Ｃ

Ｓ
に
求
め
ら
れ
る
機
能
を
、つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
検
査
は
ど
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
お
い
て
も
、
前
回

に
撮
影
し
た
画
像
と
比
較
し
た
上
で
行
い
ま
す
。

そ
の
際
、
過
去
画
像
の
検
索
の
迅
速
性
と
閲
覧
の

し
や
す
さ
は
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
に
お
い
て
必
須
の
機
能

で
す
。
ま
だ
使
い
始
め
た
ば
か
り
で
す
が
、『EV 

Insite net

』
は
そ
れ
ら
の
要
件
を
十
分
に
満
た
し

て
く
れ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
シ
ス
テ
ム
更
新
に
際
し
、
過
去
画
像
の

移
行
作
業
を
現
在
進
め
て
い
ま
す
。
過
去
５
年
分

の
デ
ー
タ
を
移
行
し
た
暁
に
は
、『EV Insite 

net

』
の
検
索
の
迅
速
性
が
よ
り
活
か
さ
れ
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
」

　

同
院
で
は
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
更
新
に
伴
い
、
検
像
シ

ス
テ
ム
も
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社「EV Confirm

」に
更
新
し
、

一
般
撮
影
検
査
の
画
像
を
対
象
と
し
て
活
用
し
て

い
る
。
同
シ
ス
テ
ム
活
用
の
現
況
に
つ
い
て
、
石

井
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
画
像
の
確
認
は
、
画
像
を
診
療
側
へ
提
供
す
る

前
に
検
査
時
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
す
。
し
か
し
、

物
理
的
に
難
し
い
モ
ダ
リ
テ
ィ
も
あ
り
、
そ
の
代

表
例
が
一
般
撮
影
装
置
で
す
。『EV Confirm

』は
、

例
え
ば
マ
ー
ク
の
入
れ
忘
れ
、
患
者
情
報
の
修
正

な
ど
に
有
用
性
を
発
揮
し
て
く
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
患
者
間
違
い
の
原
因
と
な
る
画
像
の

修
正
な
ど
、
医
療
安
全
の
担
保
を
目
的
と
し
た
活

用
も
重
要
で
す
。
当
院
で
は
幸
い
ま
だ
そ
の
よ
う

な
使
用
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
リ
ス
ク
回
避
の

観
点
か
ら
も
検
像
シ
ス
テ
ム
は
医
療
現
場
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
」

　

放
射
線
部
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
江
口
氏

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
院
は
現
在
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
始
め
と
し
た
高
度
な

放
射
線
治
療
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

東
北
以
北
唯
一
の
施
設
と
し
て
、
重
粒
子
線
が
ん

治
療
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
計
画
も
あ
り
、
経
営

陣
は
数
年
先
の
具
体
化
を
目
指
し
て
検
討
を
重
ね

て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
今
後
、
放
射
線
部
と

放
射
線
科
に
よ
る
画
像
描
出
・
診
断
が
今
ま
で
以

上
に
重
要
度
を
増
し
て
い
く
の
は
確
実
で
す
。
ゆ

え
に
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
に
も
高
度
な
性
能
・
機
能
が
求
め

ら
れ
る
の
は
自
明
で
あ
り
、『EV Insite net

』
は

そ
の
要
求
に
応
え
て
く
れ
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

今
後
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
」

つ
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
は
確
か
で
す
」

　

今
年
１
月
に
「EV Insite net

」
に
更
新
さ
れ

た
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
使
用
感
に
つ
い
て
、
放
射
線
部
の

石
井
英
夫
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
院
は
基
幹
シ
ス
テ
ム
が
同
一
ベ
ン
ダ
で
し
た

の
で
、
Ｒ
Ｉ
Ｓ
か
ら
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
画
像
の
呼
び
出

し
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
間
の
連
携
は
そ
れ
な
り
に

シ
ー
ム
レ
ス
に
行
え
て
い
ま
し
た
。
ゆ
え
に
マ
ル

チ
ベ
ン
ダ
へ
の
移
行
に
当
た
り
、
特
に
Ｒ
Ｉ
Ｓ
と

の
連
携
面
が
気
が
か
り
で
し
た
が
、
実
際
に
は
以

前
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
環
境
で
運
用
で
き
て

い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
自
体
の
性
能
向

上
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
、
考
え
得
る
最

良
の
形
で
シ
ス
テ
ム
を
更
新
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、『EV Insite net

』
は
、画
像
表
示
オ
ー
バ

山形大学医学部附属病院

世界水準の医療提供を目指し
病院再整備事業を推進
山形大学医学部附属病院は、「世界水準
の高度先進医療を実践提供すること、と
くに急性期を中心に推進すること」を基
本コンセプトとした附属病院再整備事業
を、2005 年より推進している。08 年
には新南病棟が完成し、手術部はそれま
での約 2 倍、救急部は約 5 倍、ICU・
HCU は約 2.5 倍の規模となった。また、
医学部がんセンターを整備し、CTB や
外来化学療法室の整備拡充、IMRT 対応
のリニアックや PET/CT の導入などの
導入も実施。現在は、平成 26 年度まで
の計画で、外来・中央診療棟の再整備事
業が進められている

院　長：久保田　功
所在地：山形県山形市飯田西 2-2-2
病床数：604 床

一般撮影装置の画像を対象として、検像システム「EV Confirm」を導入。リ
スクを回避し、画像データの質と安全性を確保している

CT・MRI 検査など、多数の検査を行っている放射線部では、PACS 端末を活用し
て検査効率を高めている

検
像
シ
ス
テ
ム
「EV

 C
onfirm

」

医
療
安
全
を
担
保
す
る
た
め
に
導
入
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